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はじめに
昨今の企業は、これまでにないほど多くのデータの生成、要求、収集、分析を行っ
ています。過去 3年間にわたり、企業はすべてのデータ カテゴリー（センサーや物
理プロセスから内部で生成されたお客様の行動データまで）においてデータが増
大するのを見てきました。データの分析とセキュリティ保護に苦戦している限り、こ
のように押し寄せてくるデータにデータ チームは圧倒されています。必要なセキュリ
ティとコンプライアンスのチェックを実施する際はなおさらです。
しかし、このようにデータが殺到することは、企業が無数の実用的な洞察を利用
できる大きなチャンスにもなります。このような洞察によって、現在と将来のカスタマー 
エクスペリエンスやビジネス上の成果を向上させる秘訣が明らかになる可能性があ
ります。 

成功している企業は、これを実現しながら、多くの企業を苦しめているデータ関
連課題をどのように回避しているのでしょうか？当社の調査によると、Data-as-a-
Service モデルは、企業がより効率的な方法でデータの急増に対処できるように
支援して、洞察に基づくビジネス上の成果を向上させることができることがわかって
います。当社では「アズ ア サービス」を、動的にプロビジョニングされたサード パーティー
のインフラストラクチャ、アプリケーション、プラットフォームを使用してビジネス目標を
達成するテクノロジー機能の消費モデルと定義しています。Data-as-a-Serviceは、
オンデマンドのクラウドベースの消費モデルを通じて洞察を安全に提供します。
デル・テクノロジーズは、継続的なデータ流入に対する準備状況の評価を
Forrester Consulting に依頼しました。Forresterは、中小企業から大手グロー
バル企業までの企業でデータ戦略とデジタル トランスフォーメーション（DT）を担
当する取締役またはそれ以上の役職者がいる 45 か所の事業拠点の回答者
4,036名を対象に、オンライン アンケート調査を実施しました。このアンケート調
査では、大量のデータが企業にどのような影響を及ぼしているのかと、そのデータを
価値のあるツールに変えるために取っている対策（アズ ア サービス データ モデル
の活用など）について検討しました。 

主な調査結果
 › 旧式のインフラストラクチャは主な障害の 1 つである。大半の意思決定者
（83%）が、データのキャプチャ、分析、それに基づく対処に対して、ストレージ 
コストが高いこと、データ ウェアハウスが最適化されていないこと、IT インフラスト
ラクチャが旧式であること、プロセスの多くが手作業に頼っているためにニーズに
対応できないことが障害になっていると報告しています。アズ ア サービス アプロー
チを採用することで、これらの主要な課題を緩和できる可能性があります。

 › データ チームは圧倒されている。回答者の 66%が、自分たちが生成するデー
タの量を確認しています。回答者の 75% は、データの需要が過去 3年間で
増加したと回答しています。一部の企業では、3倍とは言わないまでも、倍増
は経験しています。これにより、企業の元には、すばやく分析し利用できないデー
タが大量に残されます。エッジでデータが急増しているため、企業は複数の拠
点にわたってデータの爆発的急増を管理できる IT運用モデルを必要としてい
ます。  

 › Data-as-a-Service モデルを活用することで、大きなチャンスが生まれる。企
業は、Data-as-a-Service モデルを使用することで順応性が高まるため、結果
として俊敏性も高まります。これによって容量の制限が解消され、データ ボリュー
ムの変化やそのデータへの期待に応じて拡張するチャンスがさらに増えます。デー
タ担当意思決定者は、最優先すべき組織の目標とテクノロジー目標を達成
するために、アズ ア サービス データ管理戦略に移行しています。 

3年前と比較して、
「分析するデータ量が
増えた」と回答したの
は 41% に過ぎませんで
した。つまり、「データの
需要が増加している」
と答える企業の割合
は約半分です。

当社は「アズ ア サービス」
を、動的にプロビジョニ
ング可能なサード パー
ティーのインフラストラク
チャ、アプリケーション、
プラットフォームを使用
してビジネス目標を達
成することと定義して
います。  
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データを管理するには、IT インフラストラクチャ
とデータ チームの改善が必要
データ担当意思決定者の 4分の 3 は、過去 3年間に自社のデータ需要が増
加するのを見てきました。当然のことですが、66%は、生成するデータ量を増やす
ことでその需要に応えていると答えています。56%は、3年前よりも多くのデータを
収集していると回答しています。一部の企業では、これらのデータ ベクトルが 3倍
とは言わないまでも倍増しており、すばやく分析し利用できないデータが大量に残
されています。
それほど大量のデータから生み出されるチャンスを活かすには、企業は機敏性と順
応性に優れていなければなりません。4,036名のデータ担当意思決定者を対象
としたアンケート調査で明らかとなったのは、自動化された最新の IT インフラストラ
クチャがなければ、企業はデータから実用的な洞察を得ることなど到底できないと
いうことです。「インフラストラクチャが旧式である」という課題のため、データ担当意
思決定者の 64%は、大量のデータを自社で保有または管理するデータ センター
に保持することを余儀なくされています。その結果、物事がなかなか進展しません。
この調査では、データ準備状況に関する以下のようないくつかの主要な障害を明
らかにしています。
 › インフラストラクチャが旧式だと、企業はデータのキャプチャ、分析、それに基
づく対処ができなくなる。データ担当意思決定者は、データをキャプチャ、分
析、それに基づいて対処する能力を向上させようとしていますが、インフラストラ
クチャが無数にあることによる壁に直面しています（図 1 を参照）。現在、自
社が実用的な洞察を活用して、迅速なデータの取得を目的とした IT インフラ
ストラクチャを構築していると回答した意思決定者は半数にも達しません。アズ 
ア サービス ソリューションは、自動化されたプロセスとデータ ウェアハウスを最適
化することでこれらの大きな壁に対処します。どちらもコストを削減するものです。 

 › データ担当意思決定者は、データ管理戦略のアップデートに苦戦している。
これまで、企業はオンプレミスのデータ レイクを構築して、増大するデータ量に
対処していました（図 2 を参照）。当時は最適なソリューションだったのかもし
れませんが、現在では、クラウドベースのソリューションとエッジ ソリューションによって、
より柔軟でパフォーマンスの高いオプションが提供されています。企業は依然と
して、同じデータ管理コンポーネントを複数のパブリック クラウド間で実行する一
方で、データ バックアップ、アーカイブ、規制上の理由などのために一部のデータ
をオンプレミスで保持する必要があります。1 ソリューションがなければ、この傾向
が続くことでデータのパラドックス化が進みます。つまり、必要なデータ量は増え
続けるのに、その時点で入手可能なデータを効果的に使用できず、課題が増
えていくばかりになります。
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「御社がより適切にデータを取り込んで分
析し、データに基づいて行動するのを妨げ
ている障壁は何ですか︖」

プロセスが手作業に頼りすぎていてニーズを
満たせない

旧式のITインフラストラクチャ

高いストレージ コスト

受け取るデータの種類、速度、量に対
応できるようデータ ウェアハウスが最適
化されていない

調査対象︓NA、EMEA、APJ、GC、または
LATAMに勤務している、データおよびデータ戦略
を担当している4,036人のディレクターと意思決
定者
出典︓デル・テクノロジーズに代わってForrester 
Consultingが実施した委託調査（2021年5月）
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「次のうち、現在および今後1～3年間のデータ管理戦略に含まれているものはどれですか︖」
                    

より多くのデータ レイクを構築する。

調査対象︓NA、EMEA、APJ、GC、またはLATAMに勤務している、データおよびデータ戦略を担当している4,036人のディレクターと意思決定者
出典︓デル・テクノロジーズに代わってForrester Consultingが実施した委託調査（2021年5月）

今日 今後1～3年間

49%

69%

既存のデータ レイクを向上させる。
24%

57%
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意思決定者の 67% が、
現在の機能で得られる
量よりもさらに多くのデー
タを常に必要としていると
回答しています。

 › チームはデータに圧倒されている。データ担当意思決定者の 10人中 7人は、
自社のデータ収集速度が速すぎて、分析が追い付いていないことを認めていま
す。さらに、データ量が多すぎるために、セキュリティ / コンプライアンス要件を満
たすことができていません。データ侵害とデータ ロスは、クライアントの満足度と
信頼を確実に損ないます。データ担当意思決定者の 61%は、データ チームが
保有するデータ量に圧倒されていることを認めています（図 3参照）。チーム
は自分たちが保有するデータと必要とするデータを特定し、取得時に洞察を得
ることができるアズ ア サービス ソリューションを求めています。ソリューションがない
と、生産性の低下を招くおそれがあります。このようなソリューションを利用するこ
とで、データ チームは、プラットフォーム間のデータの移動と追跡にかかる時間を
短縮できるだけでなく、実用的な洞察をより迅速に収集できるようになります。

 › 世界的規模のパンデミックにより、データ チームの負担がさらに増した。
2020年、データ担当意思決定者は、テレワーク社員をサポートし新しいデー
タ セキュリティの需要を満たすために、迅速に行動しなければなりませんでした。
意思決定者の半数以上は、在宅勤務の従業員が増え始めたため、企業ネッ
トワークの外でデータの安全を確保するための緊急措置を自社で講じたと回
答しています。問題を複雑にしているのは、意思決定者の 10人中約 4人が、
スタッフの自宅待機によりデータの専門技術にギャップが生じたと報告している
ことです。しかしパンデミックのせいで、スタッフが不足しているにもかかわらず、企
業はデータ セキュリティのポリシーと手順を標準化して、ネットワークに接続され
ているデバイスの急増を管理することを余儀なくされました。
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データ チームは、データ量の増加に圧倒されている                    

調査対象︓NA、EMEA、APJ、GC、またはLATAMに勤務している、データおよびデータ戦略を担当している4,036人のディレクターと意思決定者
出典︓デル・テクノロジーズに代わってForrester Consultingが実施した委託調査（2021年5月）

そう思う/強くそう思う

70% データを分析して使用するペースが、データが収集されるペースに追い付いていない

64% データが多すぎて、セキュリティとコンプライアンスの要件を満たすことができない

61% データ チームは、現状のデータの量にすでに圧倒されているい

41% データ チームは、どのデータがなぜ必要かを把握できていない

36% 差し迫ったデータの増加がITインフラストラクチャを圧倒し、生産性の低下につながる可能性がある
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Data-As-A-Service の活用による課題の 
克服
現在、企業は多大なリソースを費やしており、今後さらに多く消費することを計 
画していますが、その目的はデータ管理インフラストラクチャを改善することです 
（図 4 を参照）。Data-as-a-Service モデルに移行することで企業は、1）IT
支出を管理し、2）旧式の IT インフラストラクチャを改善し、3）データ チームの
サポートを強化することができます。これらすべてが、重荷になる CAPEX コストを
負担することなく実現されます。具体的には、以下のことがわかりました。
 › アズ ア サービス モデルにより、成果が向上する。アプリケーション / インフラス
トラクチャの大半をアズ ア サービス モデルに移行したと報告した意思決定者は
わずか 20%でした。このような企業は、この調査で述べた ITインフラストラクチャ
とデータ チームに対する壁を迅速かつ効果的に克服することができています。

 › Data-as-a-Serviceは、企業がデータ管理目標を達成するのを支援してい
る。アズ ア サービス データ管理戦略を導入すると、急速なトランスフォーメーショ
ンがあったときでも対処できる俊敏性が得られますが、これは要件の変化に応
じて、データ管理の技術機能をさらに自動化された方法でプロビジョニングする
ことで実現されます。最後に、Data-as-a-Service によって容量に余裕ができ
るため、企業はデータの量と需要の変化に対応できます（図 5 を参照）。
データ担当意思決定者の半数は、プラットフォーム間のデータ移動もさらに簡
単になることを期待しています。約 39%は、データの移動方法と場所の追跡
がさらに簡単かつ正確になることを期待しています。長期的には、これによって
データ品質、ビジネス上の意思決定、オートメーションが向上することを期待し
ています。

図5
「アズ ア サービス データ管理戦略を導入するにあたり、組織の最重要目標は何だと思いますか？」（上位5つ）

調査対象：NA、EMEA、APJ、GC、またはLATAMに勤務している、データおよびデータ戦略を担当している4,036人のディレクターと意思決定者
出典：デル・テクノロジーズに代わってForrester Consultingが実施した委託調査（2021年5月）

63% アジャイル組織になる（例：適応性が高い）

60% ボタンをタッチするだけでアプリケーションをプロビジョニングできるようにする（例：単一のコンソールの使用）

64% 変化するデータ需要/データ量に合わせて拡張できるようにする（例：容量の制約によって制限されない）

61% 限られた社内のデータ ストレージ スキルに縛られないようになる

51% 多様なプラットフォームとの互換性を確保して、「ベンダー ロックイン」を回避する

47% 古くなったITインフラストラクチャが足かせとならないようにする

48% 収益や費用の確実性を高め、適切に管理できるようにして、コスト削減につなげる

49% IT部門の負荷を軽減できるようにする

51% アプリケーションとインフラストラクチャの透過的なアップデートを自動的に受け取る

図4

「御社は今年、デジタル トランスフォーメー
ションにおおよそいくらを費やしましたか？
今から3年後にどのぐらいの費用を投じて
いると思いますか？」（平均値）

調査対象：NA、EMEA、APJ、GC、または
LATAMに勤務している、データおよびデータ戦略
を担当している4,036人のディレクターと意思決
定者
出典：デル・テクノロジーズに代わってForrester 
Consultingが実施した委託調査（2021年5月）

今日 今後3年間

2,820万ドル
4,410万ドル57%
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主な推奨事項
Data-as-a-Service モデルを利用すると、企業は迅速にお客様のニーズに対応
したり、データのキャプチャ、分析、それに基づく対処に対する大きな壁を克服した
りできます。
データ管理の戦略と障害に関して、4,036名のデータ担当意思決定者を対象
に Forrester が行った詳細なアンケート調査によって、いくつかの重要な推奨事
項が導き出されました。
今後のデータ管理について、「～だったらどうしますか」という質問をする。企業
が将来像の計画を立てる際、現状から抜け出せなくなってしまうことがよくあります。
データ管理にも同じことが言えます。この問題を回避するには、まず、チームとビジ
ネス パートナーに「～だったらどうしますか」という質問をしてください。データ管理イ
ンフラストラクチャが、必要な場所で必要なときにオンデマンドでプロビジョニングで
きるようになったらどうしますか？データ品質が自動化され、本物のインテリジェンス
によって推進されるようになったらどうしますか？ガバナンスとセキュリティを後から手
直しするのではなく、土台から構築されるとしたらどうしますか？
ベンダー パートナーの技量を試す。データ管理テクノロジーのオートメーションに
よって、このようなデータ管理の理想の多くが実現可能となっていますが、ベンダー
の能力レベルはベンダーに応じて異なります。貴社のチームが答えを出した「～だっ
たらどうしますか」の課題に対応できるようにステップ アップすることをデータ管理ベ
ンダーに強く求めます。ニーズすべてをすぐに満たすことができるベンダーはありません。
その代わりに、最強のロードマップとそれを実現するのに最適な実績を持つベンダー
を選定してください。 

イノベーションの阻害要因を味方に引き入れる。Data-as-a-Service を利用し
てさらに洞察に基づいてビジネスを行うことは、テクノロジーがすべてではありませ
ん。実際、テクノロジーは成熟し続けており、ほとんどの人よりもはるかに速く変化
しています。当社の調査によると、急激な変化によって懸念が生まれ、多くの場
合で予算や規制上の問題へと姿を変えています。変化を阻止する可能性のあ
るステークホルダーの特定を最優先し、見つけたら自分の味方に引き込んでくださ
い。これを実現するには、さらに多くの「～だったらどうしますか」の質問を考えます。 
お客様のプライバシーが地域の規制に従って透過的に管理されるとしたらどうしま
すか？ 
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付録 A：調査方法 
この調査で Forresterは、45 か所の事業拠点にいる電気通信サービス、テクノロジー / テクノロジー サービス（クラウド ベン
ダーを含む）、製造および資材、医療、バイオテクノロジー、調剤、金融サービス /保険分野に属する 4,036名のデータ担
当意思決定者を対象にオンライン アンケート調査を実施し、企業が保有するデータ量が、ビジネスとデータを重要なツールに
するために企業が踏んでいる手順（アズ ア サービス データ モデルの利用など）にどのように影響を及ぼしてきたのかを評価
しました。アンケート調査の参加者には、デジタル トランスフォーメーションに責任を負う IT部門と IT以外の部門に所属する
取締役かそれ以上の役割の意思決定者が含まれていました。参加者に提示された質問では、データ量がどのように変化し
てきたのか、直面している壁、ビジネスとテクノロジーの目標、アズ ア サービス モデルの使用状況について尋ねました。この調
査は 2020年 12月に開始され、2021年 5月に完了しました。

付録 B：回答者情報

調査対象：NA、EMEA、APJ、GC、またはLATAMに勤務している、データおよびデータ戦略を担当している4,036人のディレクターと意思決定者
メモ：端数処理のため、パーセンテージの合計が100にならない場合があります。
出典：デル・テクノロジーズに代わってForrester Consultingが実施した委託調査（2021年5月）

場所

従業員数

業種

会社の売上

TITLE

NA 
5.48%

EMEA 
51.46%

APJ 
21.56%

LATAM 
15.01%

GC 
6.49%

6%

15%

22%

17%

25%

14%

20,000人以上

5,000～19,999人

1,000～4,999人

500～999人

100～499人

2～99人

20%電気通信サービス

20%
テクノロジーおよび/

またはテクノロジー サービス
（クラウド ベンダーを含む）

20%製造と資材

20%ヘルスケア、バイオテクノロ
ジー、製薬

20%金融サービス/保険

4%

5%

7%

7%

7%

8%

8%

6%

27%

22%

9%経営幹部
（例：CEO、CMO）

30%
副社長（1つまたは
複数の大きな部門の

責任者）

61%

ディレクター（マネージ
ャーおよび上級コントリ
ビューターのチームの

管理）

5億ドル～9億9,900万ドル

4億ドル～4億9,900万ドル

3億ドル～3億9,900万ドル

2億ドル～2億9,900万ドル

1億ドル～1億9,900万ドル

5,000万ドル～9,900万ドル

2,500万ドル～4,900万ドル

1,000万ドル～2,400万ドル

10億ドル～50億ドル

50億ドル超

2.1 %
2.2 %
2.2 %
2.8 %
2.8 %
2.2 %
2.2 %
2.1 %
2.2 %
2.8 %
2.3%
2.2 %
1.1 %
1.3%
2.0%
0.8%
0.8%
1.8%
1.8%
1.8%
2.0%
1.8%
2.8 %
2.7 %
2.6 %
2.3%
2.4%
2.6 %
2.5%
2.8 %
2.5%
2.3%
2.6 %
2.3%
2.5%
1.2 %
2.3%
2.5%
2.5%
2.6 %
2.5%
2.7 %
2.5%
2.7 %
2.5%

台湾
香港

中国本土
ベトナム

タイ
韓国

シンガポール
ニュージーランド

日本
インドネシア

インド
オーストラリア
プエルトリコ

ペルー
メキシコ

ホンジュラス
エルサルバドル

コスタリカ
コロンビア

チリ
ブラジル

アルゼンチン
米国
カナダ
英国

アラブ首長国連邦
スイス

スウェーデン
スペイン
南アフリカ

サウジアラビア
ロシア

ポーランド
ノルウェー
オランダ

ルクセンブルグ
イタリア

イスラエル
アイルランド

ドイツ
フランス

デンマーク
チェコ共和国

ベルギー
オーストリア
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付録 C：巻末注
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責任

デジタル トランスフォーメーションの責任

5%

37%  多少影響力を持つ
37%  間接的だが影響力を持つ
26%  直接的な責任者である

30%  決定に影響を及ぼす
49%  チームの一員である
21%  最終的な決定を下す 

DTプロセスに対する影響力を持つが、
直接的な責任者ではない。

データ管理テクノロジー/プロセス
（IT以外、調査対象者数 = 3,648）

データ管理戦略
（IT、調査対象者数 = 388）

24%部門レベルのDTプロジェクトの管理の責任者である。

38%
会社のDTの取り組みについて資金関連の

決定を下す責任者である。

50%全般的なDT戦略を定義する責任者である。

44%全般的なDTロードマップを定義する責任者である。

35%DTとその実装に関する最終的な意思決定者である。
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